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現在、マラリアはエイズ、結核と並ぶ世界３大感染症
の一つである。推定で年間約２億５千万人の患者がお
り、年間で１００万人以上が死亡していると報告されてい
る。マラリアはマラリア原虫（Plasmodium）を病原体と
し、マラリア原虫に感染したハマダラカ（Anopheles
stephensi）に刺されると原虫が蚊の唾液とともに宿主
（ヒト）体内に放出され、感染することが知られている。
マラリアコントロール（制御）のためにワクチンの開発
が行われているが多くの研究者の努力にも関わらず、未
だヒトでの実用化には至っていない。現在、非常に有効
なマラリアコントロールは殺虫剤処理を施した蚊帳の中
で眠ること、および漢方薬由来のアルテミシニンと呼ば
れる特効薬を使った治療であるが、WHO（世界保健機
構）が目指すマラリアコントロール達成にはほど遠いの
が現状である。そこで近年、新しいマラリアコントロー
ル法として人為的に遺伝子操作を行った遺伝子組換えハ
マダラカを使用する方法（ベクターコントロール）が注
目されており （Tereniusetal.２００８;MarshallandTaylor,
２００９）、多くのグループで遺伝子組換え蚊を用いた研究
が行われている（Chenetal.２００８）。
マラリア原虫はハマダラカ体内でスポロゾイトと呼ば

れる状態で唾液腺内部に集積し、吸血によるヒトへの放
出を待っていることが知られている。このため唾液腺に
おいて遺伝子発現を制御し、スポロゾイトの唾液腺侵入
を抑制、あるいは唾液腺内部でスポロゾイトを制御する
ことで、吸血による蚊からヒトへのマラリアの伝播を阻
止することが可能になると期待される。我々のグループ
では最近、ハマダラカの唾液腺特異的に機能するプロ
モーターを同定し、雌成虫の唾液腺細胞にDsRed遺伝子
を発現させることに世界で初めて成功している
（YoshidaandWatanabe,２００６）。本研究では次のステップ
として唾液腺細胞で発現した導入遺伝子産物を唾液腺内
部に唾液成分として分泌させることを目的に、そのモデ

ル実験としてサシチョウバエ（Phlebotomspapatasi）の唾
液タンパク質遺伝子であるsp１５ 遺伝子（Valenzuelaet
al.,２００１）を可溶性の高い単量体型のDsRed遺伝子
（mDsRed）と融合させた配列を導入した遺伝子組換えハ
マダラカを作製した。作製された系統の雌唾液腺では単
量体型DsRed（mDsRed）とSP１５が融合タンパク質

（mDsRed-SP１５）として発現していることが確認され、
また蛍光顕微鏡下でこの系統の唾液腺を観察すると
DsRedの蛍光は唾液腺細胞だけでなく、cavityおよび
ductと呼ばれる内部の唾液が蓄積される部位にもみられ
た。これらの結果から、導入した遺伝子産物が唾液腺の
内部に唾液成分として存在していることが考えられた。
この発現制御系を利用することで唾液腺内部のスポロゾ
イトを殺す、あるいは感染能力を無効化することが可能
となれば、マラリア非媒介蚊の作製の可能性が高まるこ
とが期待できる。現在、この系統の蚊が吸血時に
mDsRed-SP１５タンパク質を唾液として口吻から分泌し
ているかどうかの解析を行っている。
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